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東日本大震災（地震と津波）
（平成23年3月11日）

• どのように向き合ったか？
想像もできなかった体験。
逃げるしかなかった。
2万人の人が天に上った

• どのように乗り越えたか？
自然を前にして、人間は無力である。
お金だけでは乗り越えられない。
全国から無償で集まってくれたボラン

ティアの人が、精神的な支えになってくれた。

• どのような意識の変化があったのか？
他人事を自分事にできるようになると、

世界で起きている様々な社会課題に興味が湧
く。社会課題解決のお手伝いは、人生に潤い
と深みがでてくる。なぜなら、今置かれてい
る環境が恵まれている事がわかり、感謝する
心が生まれる

・自分たちの地域での在り方
いわき湯本温泉は、最寄りの海岸から10㎞
津波の影響は無かったので、温泉街に避難され

てきた人たちに対し、炊き出しなどの提供を行った。
電気ガス水道が止まったので、温泉は重宝された

・ビジネスモデルの在り方
地震や津波により失われた生活や社会インフラ。

その修復を担う工事関係者、弁護士や保険員の宿泊
拠点となった。

・人や地域との繋がりや繋がり方
ひとりで考え、行動すると限界がある。
しかし他人と声を掛け合えば、より早く、より

遠くへ、より効率的に問題が解決できる。



東京電力福島第一原子力発電所による原子力災害
（平成23年3月12日から継続中）

• どのように向き合ったか？
放射能、この場所にいて健康被害は起きるのか起きない

のかわからなかった。
多くの方は自主的に避難したが、家庭の事情で避難できない
人もいた。

• どのように乗り越えたか？
水素爆発から1週間経過し、いわき市で暮らすことは問

題ないと判断。ただし判断基準は人によってさまざま。
ふるさと（人権、土、先祖、コミュニティ、心）の消滅とい
う、取り返しがつかないことが起きた。
完全に乗り越えるということは永遠にできない。明るく見え
る人は、苦しさをみせず楽しさを前面にPRするから。

• どのような意識の変化があったのか？
放射線量が高く、津波地域に救助に入れなくなった。そ

のため生きている人を助けることができなかった。不条理に
愕然。自然と相いれることは可能だが、原子力は相いれるこ
とはできない。

• 自分たちの地域での在り方
いわき湯本温泉は、原発から50㎞

原子力災害によって、利用者数がピーク時の60％程度。

• ビジネスモデルの在り方
原子力災害で、一次産業は、現在も影響が続く。我々

は生産者に敬意を払うとともに人間にとって一番大切な一
次産業に寄り添えるような企業作りが必要。

湯本温泉全体は、原発作業員の宿泊拠点になった。
古滝屋は、警戒区域内にある高校生の寄宿舎としての

役割を担った。

・人や地域との繋がりや繋がり方
都市と地方の関係、消費者と生産者の関係はよくわ

かった。都市は食べ物やエネルギーの自給率は０％。
逆に地方は100％。
自分に利のあるものには関心があるが、見えないものやこ
とには無関心である。これは福島県民もそうである。
放射能による考え方の違いによりコミュニティの分断が生
じた。



台風19号いわき市内河川8か所同時決壊
（令和元年10月12日）

• どのように向き合ったか？
またもや想像できなかった体験。
津波の時にボランティアを経験したので、

初動は早かった。

• どのように乗り越えたか？
ボランティアの経験がある方を中心に

チームできあがった

• どのような意識の変化があったのか？
人災は起きなかった。
自然災害だけだったので、災害場所に行

き、助けられる。災害場所に行けない人は、
自分の立場を理解し、できることをした。

・自分たちの地域での在り方
この自然災害では、避難所が満杯であふれてし

まった人の宿泊所としての役割。
お風呂が使えなかった人に対して入浴の手伝いなどで
役割。

・ビジネスモデルの在り方
地域の宿泊所は、災害時においては、緊急避難所、

救護所にもなる。

・人や地域との繋がりや繋がり方
顔が思い浮かぶ方から優先的に助けてあげられる

その人の生活環境が分かると効果的に対応できる。
SNSは有効的。



新型コロナウィルス
（令和2年から現在）

• どのように向き合ったか？
またまた想像していなかった体験
見えない恐怖という点では、放射能に似て

いる。
町が消滅するという可能性少ないので、コ

ロナのほうがまだマシ。

• どのように乗り越えたか？
人と人とが集う場所が否定される状況。社

員や家族のために、最良の方法を考える。

• どのような意識の変化があったのか？
10年間で3回被災。何にも動じなくなった

(笑)
命の有難さ。家族との時間。

・自分たちの地域での在り方
自分自身のことは自分で守らなくちゃ。
でも、すべて背負わない。
助けてとくださいと言える関係性を作る

・ビジネスモデルの在り方
人が集まることで、生業が成り立つ旅館は窮地。
収入は2か所以上あったほうが良いかな。
拠点は2か所以上あったほうが良いかな。
リスクを分散。

・人や地域との繋がりや繋がり方
人間関係の良しあしで成果が変わってくる。
コミュニケーション能力が重要



【参考】
世界の人口が増え続けると、地球ではどんな問題
が発生する？
地方の人口が減り続けると、日本ではどんな問題
が発生する？

• 世界人口 50憶人（1987年）

→ 97億人（2050年）

• 福島県人口 210万人（1990年）

→ 131万人（2045年） ▲38％



温故知新、歴史や地形に学ぶ、未来を占う

• 1.東日本大震災（2011年）→2.水害（2019年）→3.コロナ
（2020年）

•東京電力福島第一原発が起因となる原子力災害（継続中）

•地球温暖化による集中豪雨や自然形態の変化（継続中）

【古滝屋の歴史】300余年

戊辰戦争で旅館焼失（1868年）温泉一時枯渇（1919年）

東京大空襲による疎開受け入れ（1942年）バブル経済崩壊
（1991年）



有事の時は、肩書、お金 → 無力

モノを持ち過ぎていた人ほど、振り幅が
大きくなり、精神的ダメージが大きく
なってしまった。

これからは、「生き抜く力」や「共感
力」が必要



「生き抜く力」や「共感力」
その力を得るためには？

「３つの居場所」

■今まで → 会社や
学校の仲間だけ

□これから→ 3か所の
ボランティア団体、３
種の仲間達

「３つの故郷」

■今まで → 自分の
家だけ

□これから→ ３か所
のふるさと、遠くにい
ても顔が浮かぶ人



「３つの居場所」

• 社内、学内の人間関係以外に、交流している人は何人いますか？

• 新しい居場所を作ってみよう 最低でも３か所

•ボランティアグループに入ると、今まで出会ったことのなかった思
考の人に会える。新鮮で衝撃的な仲間との出会い

•社会課題解決団体（ボランティアサークル）をのぞいてみよう

• NPO、NGO、社団法人、奉仕団体

• 国内だけではなく海外にも目を向けてみて

• お困りごと解決を、新たな趣味にしてしまうとよい



「３つの故郷」

•故郷と呼べる場所をつくる

• ３か所のふるさと、実家、田舎

• 国内、世界どこでもよい

• 社会課題が発生している現場を訪れるてみる。

• その土地の人と交流する

• その土地のことや人が気になる、心配したり一緒に喜んだり

• 他人事が自分事になる

• 自分事になると本気になる、関心が高まる、役割が生まれる



心を育てること

• IQ 知能指数 先天性

• EQ 心の指数 努力で上げられる

• 共感力を高くすべし

• 五感（視覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚）を使って、相手に集中
する。第六感が生まれる
第六感 勘、インスピレーションなど、理屈で説明はできない
が、鋭く物事の本質をつかむ心の動き

• 状況の感情を、あらゆる立場に置き換えてみる

• イライラしなくなる。他人へのおもいやりが強くなる

• 個人的には、ボランティアや社会派映画鑑賞の趣味で情感が豊
かになったような気がします。



自分を知る（身丈を知る）

圧倒的な自然を前にして、人間は無力。

一時的には、に支えられて自立はできるが。。。

• 死なない力 →体力、精神力、一番大切なのは思考力

• 自分自身を分析する →何が好きで何が嫌いか。何が得意で何が不
得意か。

• 道徳や哲学 →何が起きてもぶれない心。自律

■徳島県城満寺での経験（2020年10月） →謙虚でありなさい

• 食べ物への感謝 → 五観の偈（一番驚いたのは、貴方はその目の
前の食べ物を食べれるほどの人間性なのかと問われたことです）

• 生き物との共存 → 人間は地球の王ではない。今の人間は横暴だ。

• 謙虚であること → 謙虚さが無くなる14の兆候



４つの災いを経験して、実感したこと

地震、津波、原子力災害、河川氾濫、パンデミック
何が起きるかわからない時代です。

人生の中で、想像を超える場面が、これからも次々と訪れる
でしょう。

だからこそ。。。

•有事の時に頼れる人はいますか？頼れる場所はありますか？

•企業内、学校内のスキルだけでは、人を救えない。

•大切な人を守るために、体力と精神力を身につけておく

•消費だけの生き方から、今から自給自足の練習を。


